
（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

【農林部】 遊休農地を活用して、県内の小中学校の児童・生徒に農作

業体験の機会を提供する「学校ファーム」の取組を推進す

新 る

１ みどりの学校ファーム 14,350 14,350 １ 県推進事業 １７５万円

推進事業 一財 14,350 一財 14,350

・「埼玉県みどりの学校ファーム推進会議」の運営

・学校ファーム推進大会の開催 等

２ 市町村推進協議会設置支援事業 ７００万円

・市町村推進協議会の設置

・地域住民等による支援体制の確立

３ 学校ファーム実践事業 ５６０万円

・中学校に対する補助

（県内７０市町村から各１校ずつ）

【内容】

・資材や軽農機具

農林部

－ １ －

【審査の考え方】

食育及び情操教育の推進と、遊休農地の有効

活用の必要性を認め、要求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

新 遊休農地を活用して農地の団地化を図り、新たな担い手と

なり得る企業の農業参入を促進する。

２ 農業団地整備促進 13,869 13,869
モデル事業 国庫 1,986 国庫 1,986 １ 県推進事業

一財 11,883 一財 11,883 ７０１万３千円

・企業誘致に関する推進方針の策定

・企業への説明会、個別訪問の実施

２ 地域推進事業 ４２７万円

・参入可能地区の把握

・農地の面的集積

・遊休農地の復元と団地化

３ 農地保有合理化法人推進事業 ２５８万６千円

・保有合理化機能を活用した農地の利用調整活動や

農地のあっせん

農林部

－ ２ －

【審査の考え方】

本県農業における新たな担い手の確保と、

遊休農地の有効活用の必要性を認め、必要額を

措置した。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

本県主力野菜の生産・出荷の省力化に資する機械の導入

新 経費の一部を助成し、野菜農家の経営安定を図る。

３ 埼玉野菜生産力強化 25,000 25,000
支援事業 一財 25,000 一財 25,000 ＜補助対象＞

・生産機械の導入

・出荷調製機械の導入

＜対象品目＞

ほうれんそう、こまつな、ねぎ、ブロッコリー、

さといも、えだまめ、特認品目

＜採択要件＞

・１０ａあたりの労働時間を１０％以上低減

・作付面積を２０％以上拡大

＜事業主体＞

農業者の組織する団体

＜補助金額＞

３００万円（事業費）×１／３（補助率）×２５地区

＝２，５００万円

農林部

－ ３ －

【審査の考え方】

残留農薬問題等から野菜の輸入量が減少し、消

費者の国産志向が高まっていることから、野菜の

生産性向上に資する機械整備の必要性を認め、要

求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

１ 森林管理道整備事業

区 分 平成21年度 平成20年度 前年度比

４ 農林部公共事業 8,152,793 8,255,166 8,255,166 国庫補助事業 ９.１億円 ６.６億円 ＋３９.０％

国庫 4,809,568 国庫 4,204,557 国庫 4,204,557 県 単 独 事 業 １.０億円 １.２億円 △１０.３％

分担金 196,646 分担金 188,113 分担金 188,113 合 計 １０.１億円 ７.８億円 ＋３１.５％

負担金 592,412 負担金 678,140 負担金 678,140 ※重点化方針 緊急性の特に高い橋梁の補修等 ４箇所

諸収入 181,180 諸収入 92,230 諸収入 92,230 集中投資による開設事業の加速 １路線

県債 1,750,000 県債 2,083,000 県債 2,083,000

一財 622,987 一財 1,009,126 一財 1,009,126

２ 治山事業

区 分 平成21年度 平成20年度 前年度比

国庫補助事業 ５.６億円 ４.８億円 ＋１８.１％

県 単 独 事 業 １.５億円 １.１億円 ＋２９.２％

合 計 ７.１億円 ５.９億円 ＋２０.２％

※重点化方針 継続箇所の早期完了 ２箇所

３ 農業農村基盤整備事業

区 分 平成21年度 平成20年度 前年度比

国庫補助事業 ５４.９億円 ６４.５億円 △１４.８％

県 単 独 事 業 ２.２億円 １.５億円 ＋５１.２％

水辺再生事業 ８.１億円 １.９億円 ＋３３０.５％

合 計 ６５.２億円 ６７.９億円 △３.９％

※水辺再生事業 17箇所（県民提案10箇所＋継続7箇所）

新規箇所：八丁湖、伊賀袋 など

※重点化方針 農地災害の防止（排水機場等） ４地区

企業的経営体の育成（ほ場整備等）１０地区

事業効果の早期発現（農業集落排水） ５地区

農林部

－ ４ －

【審査の考え方】

安全・安心の観点から特に重要な地区や、事業

効果の早期発現が期待できる地区に重点化を図り、

本県農林業の振興に必要な基盤整備を行うため、

要求額を措置した。



（単位：千円）

事 業 名 前年度予算額 要 求 額 審 査 額 摘 要

彩の国みどりの基金を活用して、森林の保全整備を行う。

５ みどりの基金事業 1,008,864 970,325 970,325 １ 水源地域の森づくり ５億６，６０７万６千円

（農林部） 国庫 180,694 国庫 142,036 国庫 142,036

繰入 828,170 繰入 828,289 繰入 828,289 ・ダム上流域において、針広混交林の造成や広葉樹の

森を再生 （５２６ｈａ）

２ 里山・平地林の再生 ２億６，７６４万４千円

・県民参加により、放置された里山や平地林を再生

・病害虫の被害を受けた森を広葉樹の森に再生

（２２５ｈａ）

３ 森林とのふれあい空間の整備

１億２，９８０万９千円

・渓流や湧水箇所において親水広場や散策路を整備

・ユニバーサルデザインを取り入れた歩道や休憩

ポイントの整備 （９ｈａ）

４ 県民参加の森林づくり ６７９万６千円

・企業による森林づくりを支援

・森林ボランティア活動を支援

農林部

－ ５ －

【審査の考え方】

２０年度に引き続き、みどりの保全と創出

に重点的に取り組む必要性を認め、要求額を

措置した。


